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研究成果の概要（和文）：　大学では近年，対話活動を通して学びを深めることが求められているが，そのため
には，基礎知識を得るための学習リソースの正確な読解が欠かせない．しかし，昨今の大学生の読解力は低下し
ており，読みの浅さや誤読が目立つ．その結果，浅い学びにとどまってしまうことも少なくない．
　そこで本研究では，学習対象の文章を正確に読み取るためのスキルである構造的読解力と，読解の成果を学び
に活かそうとする態度へと方向付けることを目指した．そのために，継続的で体系的な知識の関連付けを志向す
る態度を育成する手法を提案し，支援システム，及び，育成プログラムを開発した．また，授業の中で実践的に
それらを運用し，評価した．

研究成果の概要（英文）：In recent years, Japanese universities have been required to deepen learning
 through interactive activities, for which accurate reading of learning resources for basic 
knowledge is essential. However, the reading comprehension skills of university students have 
declined in recent years, and shallow reading and misreading are noticeable. As a result, they often
 remain in shallow learning.
Therefore, this study aimed to orientate students towards structural reading comprehension, a skill 
for accurately reading the texts under study, and towards an attitude of applying the results of 
reading comprehension to learning. To this end, we proposed a method for developing attitudes 
oriented towards continuous and systematic knowledge association, and developed a support system and
 a development program. They were operationalised and evaluated practically in the classroom.

研究分野： 教育工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　近年の大学生には，授業内容を深く学ぼうとせず，単位を取るだけに止まり，学修が不確かなものとなる傾向
が見られる．本研究で開発した支援システムや育成プログラムは，学習者らが学習リソースを構造的に読解して
その結果をコンセプトマップとして可視化・共有するものであり，これらを授業において活用することで，そう
した学修を改善する効果が期待できる点で，社会的な意義がある．
　また，コンセプトマップを相互に参照する活動を促すために，複数の授業回や授業科目にわたって現れる「散
在キーワード」を手がかりとして提示する機能を支援システムに実装した．このような足場掛け手法を新たに提
案した点で，学術的な意義があると言える．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

2012 年の中教審答申[1]を受け，大学では教授･学習の方法におけるアクティブラーニングへの
転換が求められている．学生が主体的な対話活動を通して学びを深めるには，その基礎となる知
識を得るための学習リソースの正確な読解が欠かせない．しかし，昨今の大学生の読解力は低下
しており正確に読み取ることができず，読みの浅さや誤読が目立つ．その結果，浅い学びにとど
まってしまうことも少なくない．このことから，大学教育において読解力の育成は重要な課題で
あると言える．Kintsch（1994）の読解研究[2]や新井（2018）の調査結果[3]を踏まえると，正確
に読解できない原因として，対象の文章から重要なキーワードやそれらの関係性を正しく読み
取れていないことが指摘できる．また，昨今の大学生の傾向として，読みが浅かったり係り受け
を逆に解釈したりするなどの誤読が見られる．さらに学生の様子からは，授業での課題をその都
度こなすだけの刹那的な活動にとどまっているように見受けられる．こうした問題は SNS など
の短文文化の影響によるのか，全国学校図書館協議会による第 64 回学校読書調査（2018）[4]で
は，長文を読む習慣が少ないことが報告されており，ますます深刻化することが予想される． 
 
２．研究の目的 
学習対象の文章を正確に読み取るためのスキルである構造的読解力と，読解の成果を学びに

活かそうとする態度へと方向付けることを目指した，継続的で体系的な知識の関連付けを志向
する態度の育成手法とその支援システム，及び，育成プログラムの開発が，本研究の目的である． 
 
３．研究の方法 
次の 5 段階に沿って研究を進めた． 
1）構造的読解力の基本的枠組みの整理（作成手順，レベル，足場掛け） 
2）育成手法の開発と評価（誤読マップによる支援，手がかり提示） 
3）読解マップの作成・蓄積支援システム，手がかり提示の支援システムの開発と評価 
4）誤読マップと読解マップの蓄積 
5）育成手法と支援システムを用いた育成プログラムの開発 

 
４．研究成果 
現時点での最終成果である舟生ら（2023）の報告内容[5]をもとに，研究成果を報告する． 

 
(1) 構造的読解の支援の背景と提案 
本研究では当初，読解力の低下について読みの深さの観点から考えた．しかしその後，そもそ

も学生の「読みに対する態度」に問題があること，さらに，その前提となる「学ぶ態度や習慣」
が身に付いていない学生が増えていることに着目した．近年の大学生には，個々の授業について
深く学ぼうとせず，単位を取ることだけに止まり，学修が不確かなものとなる傾向が見られる．
例えばベネッセ教育総合研究所による調査結果[6]では，単位を楽に取れる授業を好み，講義形式
の授業を志向する学生が多いことが示されている． 
そこで舟生ら[7]では，このような学生の学習態度を改善するために，学生が安直に正解を求め

ようとする姿勢と，他者と協力したり助力を求めたりせずに独力で取り組む姿勢，という 2 つ
の負の特徴に着目した．そして，1）コンセプトマップ[8]を活用すること，2）コンセプトマップ
を学習共同体の中で相互に参照し合うことを促すこと，の 2 点で対応することを目指した． 
まず，有意味なコンセプトマップを作成するためには，教科書などの学習リソースを深く読み

解き，重要なキーワード群やそれらの関連を見出すことが不可欠である．そのため，表面的な読
解によって正解を求めるような姿勢では，これらを遂行することはできない．コンセプトマップ
の作成を支援する先行研究として，稲垣ら[9]を始めとする一連の「あんどう君」研究では，コン
セプトマップ作成過程を再生する機能をリフレクションに活用した学習効果の検証を重ねてい
る．また，出口ら[10]では，用いるラベル（キーワード）を学習者間で共通化しておき，それらを
つなぐリンクの差異について，複数のマップ，及び，指定した 2 点間で比較する機能を活用し
て，自己内及び他者間の差をリフレクションする上での効果を検証している．このように，コン
セプトマップを用いることには，学習者の理解を深める効果がある． 
次に，後者の学習共同体における成果物の相互参照に関する研究として，Scardamalia & 

Bereiter による，Knowledge Forum[11]が挙げられる．Knowledge Forum では，学習者がアイ
ディアや学んだことなどをノートして表現し，ビュー上で相互リンクして協同で知識構築を行
う．活動を促すための足場掛けとして，リード文が提供される（ノートの作成には「私の理論」，
「理解する必要があること」，「新しい情報」など，相互リンクには「付け加え」，「注釈」，「引用」
など）．このような学び合いを通して理解が深まるとともに，相互参照の良さが実感される． 
これらを踏まえ舟生ら[7]では，足場掛けとして，コンセプトマップに含まれるキーワードに着

目した．キーワードの中には，複数の授業回や授業科目にわたって現れるものが少なくない．そ
のため，このようなキーワードを手がかりとすることで，複数の授業回や授業科目にわたる内容



を関連付けることができる．本研究ではこのようなキーワードを「散在キーワード」と定義する． 
散在キーワードに着目することで，自身が作成した複数のコンセプトマップの関連を見出し

やすくなることが期待できる．また，そのようにして関連のある他の学習者が作成したコンセプ
トマップを眺めることで，その学習者がリソースをどのように読み解いたのか，それをどのよう
に関係構造として表現したのかといった，他者の学習方法に触れることができる．学習者にとっ
てはそのような利点があることから，相互参照の意義を理解しやすいと考えられる． 
以上を踏まえ舟生ら[7]では，コンセプトマップの作成と散在キーワードに基づく相互参照を支

援する CSCL システムの要件を次のように提案し，WeavingBoard（略称: WB）を開発した． 
・コンセプトマップはネット上で共有する 
・学習リソースの範囲（教科書の章等）ごとにフォルダを作り，コンセプトマップを格納する 
・フォルダごとに，全てのコンセプトマップに含まれるラベルから，キーワードを抽出する． 
・抽出されたキーワード群から複数のフォルダにわたって出現する散在キーワードを取り出
して提示する． 

 
(2) 支援システムの概要 

WB のシステム構成はクライアント・サーバ型である．クライアント側（図 1, 2）の実行環境
は，Java Script + HTML5 が動作する Web ブラウザがインストールされたコンピュータであ
る．サーバ側の環境は，PHP と MySQL が動作することが条件である． 

 
(3) コンセプトマップ作成機能 

Web ブラウザ上で WB にログインすると，WB のメイン画面が表示される．そこで，予め用
意されたフォルダ（後述の授業実践では，教科書の章・節に対応．担当教員が事前に作成）を選
択すると，コンセプトマップを作成する UI（図 1）が新規のタブで表示される．図のように，
ラベル，リンク，リンキングワード（非表示も可）の他，グループを用いて（入れ子も可），コ
ンセプトマップを作成できる．ラベルとグループは，ドラッグすることで作成後にも自由に移動
できる．リンキングワードをドラッグすることで，リンク上の位置を変えたり，折る（2 つの直
線で構成．例として，図 1 下部・中央付近・青色の「基礎学力論争」）こともできる．作成され
たコンセプトマップは全て共有され，学習者が相互に参照できる． 
 

 
図 1  WeavingBoard：コンセプトマップ作成機能の画面 

 
(4) 散在キーワード閲覧機能 
メイン画面からは，散在キーワードを一覧するための画面（図 2）も表示できる（図中の作成

者名は仮名である）．図の左側のリストで，6 行目の「経験主義」というキーワードは，4 つのフ
ォルダにわたって，141 枚のコンセプトマップに含まれることが分かる． 
キーワードをクリックすると，そのキーワードが赤色になり，右側に該当するコンセプトマッ

プのリストが，フォルダ名，作成者とともに表示される．任意のものをクリックすると，コンセ
プトマップ名が赤色になる．なお，色の変更は，左側のリストで他のキーワードをクリックする
まで維持され，どのコンセプトマップを選んでいったのかを確認できる．その後，選択したコン
セプトマップが Web ブラウザの新規タブに表示され，当該のキーワードに相当するラベルの枠
線が赤色の太枠と光彩によって強調される（図 1，中央よりやや上の「経験主義」）． 



 
図 2  WeavingBoard：散在キーワード閲覧機能の画面 

 
(5) コンセプトマップの数量的評価機能の画面 
メイン画面からは，コンセプトマップの数量的に評価するための画面（図 3）も表示できる（図

中の作成者名は仮名である）．見出しの L，K，W，G，SM はそれぞれ，ラベル，リンク，リン
キングワード，グループ，サブマップの個数を示している．ここでサブマップ数が 1 の場合，何
らかの形で全てのラベルが関連付けられていることを示す．サブマップ数が 2 以上の場合，コ
ンセプトマップが 1 枚に統合されておらず，その個数に分割された状態であることを示す． 
ラベル数が一定以上あり，さらに，ラベル数に比してリンクやリンキングワードの数が多いほ

ど，関連づけがなされていることが分かる．その反対に，リンクやリンキングワードの数が少な
いほど，構成の度合いが良いとは言えない．特に，リンキングワードが少ない場合，関連づけの
意味を作成者が読み取れていないことが読み取れる．また，サブマップの数が多いほど，作成者
による内容の関連づけが不十分であることが読み取れる．グループについて多すぎる場合には，
単にグルーピングがなされているだけであり，ラベル間の関連を作成者が十分には理解できて
いない可能性を示している． 
これらの情報を元に，良質のコンセプトマップを優先的に探すことが可能となる． 
 

 

図 3  WeavingBoard：コンセプトマップの数量的評価機能の画面 
 
(6) 授業実践を通した評価 
文系私立 A 大学の教職課程 3 年次の「教育方法」という授業で WB を運用し，実践的に評価

した．対象の学生は文学部，理工学部の学生計 76 名であった． 
 
(6-1) 散在キーワードを含むコンセプトマップの閲覧 
計 6 回の授業で作成したコンセプトマップ群に含まれるラベルの文字列から，表 1 の通りキ

ーワードを抽出し，散在キーワード閲覧機能を活用した．本機能の画面（図 2）には，散在フォ
ルダ数（散在キーワードを含むコンセプトマップを 1 枚以上収めているフォルダの数）3 以上の
散在キーワード，全 55 個について表示した（表 1）． 
任意のキーワードを含むコンセプトマップを複数閲覧

させ，選んだキーワードに関して気づいたことや，他の
キーワードとの関連づけなどについて自由に記述させ
た．このような記述を，計 2 回の授業で最大で 6 つ書か
せた． 
本機能（図 2）を用いた散在キーワードの閲覧数は 1 人

あたり 9.82 個，マップ数は 65.14 枚であった．閲覧を通
しての気付きや関連づけなどについての自由記述の総字数は 1 人あたり 1133.86 字，1 記述あ
たり 224.73 字であった．また，記述のために選択されたキーワードの数は 58 個（種類）で，の
べ 373 個，1 人あたり 5.04 個であった．その内，上位 10 位以内のキーワードを表 2 に示す． 
関連付けの記述の例として，「メタ認知」という散在キーワードに関して十分に振り返ってい

るものを次に示す．ここで，下線部は本授業の中で重要なキーワードが使われていることを示す．
また，波線部は気付きや振り返りが表現されていることを示す． 

メタ認知を構成主義とつなげている方が多くいました．ただ，マップだけ見るとなぜ構成主
義とメタ認知がつながっているのかが，わかりませんでした．Ⅲ章で出てきたメタ認知です
が，同じ章にリフレクションもあり，それが VIII 章の自己評価やフィードバックにつなが
っていることが，マップをまとめている当時は気づきませんでした．ただ単に，授業の最後

表 1 散在キーワード数とマップ数 
散在フォルダ数 散在キ-ワ-ド数 マップ数 

6 1 24 
5 4 93 
4 20 896 
3 30 1,448 
計 55 2,461 



に振り返りすることを目的とせず，教師自身がメタ認知とフィードバックの関連性を理解
し，メタ認知の重要性を伝えていく必要があると感じました． 

 
(6-2) 期末テストでの記述 
前節の閲覧活動において，閲覧者数が多かった散在キーワー

ドから，「経験主義」を選び，期末テストの問題の一部として用
いた．それぞれについて，「関連するキーワードを 4～6 個挙げ
た上で，それらを用いて文を書きなさい」との指示を与えた．こ
の「経験主義」についての記述の良さを判定するために，次の 7
観点（各 1 点）を設定した． 

a. 文の内容に誤りがない（教科書の内容に合致している） 
b. 重要語句に誤りがない（教科書の内容に合致している） 
c.「デューイ」など基本的なキーワードが押さえられている 
d.「経験主義」について書かれている内容が具体的である 
e. 複数の観点から述べられている 
f. 内容が「経験主義」から飛躍・逸脱していない 
g. 内容から「経験主義」を理解していることを読み取れる 

 
回答例として，上記の 7 観点を全て満たしている（7 点満点）ものを次に示す．なお，下線部

は本授業の中で重要なキーワードが使われていることを示す． 

経験主義とは，デューイによって提唱された，子どもの生活を中心とした経験の系列と，そ
の獲得方法を指すものである．これに対するものとして，ブルーナーによる学問を中心とし
た知識・概念の系列とその獲得方法である系統主義がある．経験主義では，子どもの経験に
重点をおき，生活との関連性を重視しているが，それゆえに何を目標とするのかがわからな
くなることがある．このように体験学習をすることが目的となってしまうことがはいまわ
る経験主義として批判された． 

採点結果を表 3 に示す．観点 b, c, e, f の平均点が比較的に高いことから，WB を活用した学
習の成果がある程度反映されていると言える．た
だし，d, g が低いことから，具体性や理解度が高く
はないことが窺える． 

 
(7) まとめと今後の課題 
本研究では，大学生に深く学ばせるために，学習共同体において，学習者らが学習リソースを

構造的に読解してコンセプトマップとして可視化し，それらを共有し，散在キーワードを手がか
りとして相互に参照する活動を促すための CSCL システムを開発した．また，大学の教職課程
の授業において運用し，学生の活動がどのように促進されるのか，実践的に評価した．その結果，
本システムの活用によって，関連づけや相互参照が促進されたことが示唆された．このことから，
継続的で体系的な知識の関連付けを志向する態度の育成に一定の効果があったと言える． 
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表 2 選択されたキーワード 

順位 キーワード 人数 

1 メタ認知 52 
2 経験主義 39 
3 カリキュラム 27 
4 学習指導要領 16 
4 新教育 16 
6 関心・意欲・態度 13 
6 授業づくり 13 
8 素朴概念 12 
9 学力 11 
9 高次の学力 11 
9 思考力・判断力・表現力 11 

 

表 3 採点結果（平均点） 

a b c d e f g 計 
0.52 0.89 0.75 0.36 0.84 0.78 0.29 4.42 
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